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瀬市都市計画マスタープラン改定 市民ワークショップ 

第３回「「目指すまちの姿」を実現するための取組」 12月 9日（日）開催 

【Ａグループ】 

 
 

Ａ１ こころ交わるまち 

実現するための取組内容① 

「市が(気軽に)音楽を楽しめる環境の整備」 

取組により期待される効果 

● 情操教育の促進 

● 誰もが音楽を学べる 

● 文化面でのコミュニティの増加 

市民のかかわり方 

文化面での活動をして心の豊かさを図る 

場所 

小児病院跡地などの空き地 

実現するための取組内容② 

「大学生が子ども達に遊ぶ機会を提供する取組」 

取組により期待される効果 

● 子どもが遊ぶ機会の創出 

● 世代間の交流と横のつながりの強化 

● 親や祖父母も参加できれば、より広範囲の交流も期待できる 

市民のかかわり方 

親や学校側で子ども達の参加を促す 

場所 

休日の小学校の校庭や体育館、ころぽっくる、下宿市民センターなど 
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瀬市都市計画マスタープラン改定 市民ワークショップ 

第３回「「目指すまちの姿」を実現するための取組」 12月 9日（日）開催 

【Ａグループ】 

Ａ２ 水と緑豊かで安らぎのあるまち 

実現するための取組内容① 

市が柳瀬川流域を整備する取組 

取組により期待される効果 

● 自然を楽しむことができる 

● 川が子どもの遊び場になる 

● 川まつり 小さいこどもが遊べる柳瀬川 

● 健康の増進 

● 多世代交流の場となる 

● 地域住民の見守り活動 

市民のかかわり方 

非営利団体（行政でも個人でもない） 

場所 

柳瀬川流域 

 

実現するための取組内容② 

「官民が生産緑地の活用 農家と住民が協調できる農地の維持
(ふれあい農地の整備)」 

 

取組により期待される効果 

● 高齢化による耕作困難農地の解消 

● 体験農地等として活用できる仕組み作りにより市民の交流が活発になる 

→高齢住民のつながりができる→健康年齢 

● 退職後の生きがいづくり 

● 市民農園の待機者解消 

市民のかかわり方 

<土地所有者>：土地の提供  <利用者>：体験農園の利用 

場所 

生産緑地 
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瀬市都市計画マスタープラン改定 市民ワークショップ 

第３回「「目指すまちの姿」を実現するための取組」 12月 9日（日）開催 

【Ａグループ】 

Ａ３ みんなにやさしいまち 

実現するための取組内容① 

「市が買い物・施設利用の導線強化」 

取組により期待される効果 

● 買い物難民の解消 

● 商店街のにぎわい 

● コミュニティバスの利用率向上 

市民のかかわり方 

市民中心の交通ルールづくり 

場所 

買い物の不便な地域 

付言 

コミバスを渋滞のない場所にする(清瀬駅→「清瀬駅付近」) 

 

実現するための取組内容② 

「非営利団体、法人が空き家、空き地を買い取り、地域の交流

及び福祉情報発信の場として整備する取組」 

取組により期待される効果 

● 空き家、空き地を再利用することで 

1. 地域の交流が生まれ 

2. 福祉に対する取組の機能強化 

3. グローバル化した時代への情報発信力を有し 

4. 犯罪を起こりにくくすることで、安心安全を図る 

市民のかかわり方 

かかわりやすい団体、法人を選択し、いろいろなコミュニケーションの場で交流する 

場所 

市内各地の空き地、空き家 
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清瀬市都市計画マスタープラン改定 市民ワークショップ 

第３回「「目指すまちの姿」を実現するための取組」 12月 9日（日）開催 

【Ｂグループ】 

 
 

Ｂ１ 誰もが安心安全に移動できるまち 

実現するための取組内容① 

「行政と鉄道会社が、清瀬駅周辺道路を歩行者・自転車道と分

離して整備する(立体化？地下化？)」 

取組により期待される効果 

● 南北を安全に行き来できるようになる 

● 駅周辺が整備されることで商店街が活性化する 

● 南北の地域が交流しやすくなる 

市民のかかわり方 

署名を集める 啓発活動をする 

場所 

清瀬駅周辺 

その他の意見 

● 自転車や車椅子が乗れる事が出来る大きい箱のエレベーターをつくる 

● 清瀬駅の改札を自転車が通れるように広げて 
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Ｂ１ 誰もが安心安全に移動できるまち 

実現するための取組内容② 

「行政が地域の状況に応じた歩行者・自転車空間を確保する」 

取組により期待される効果 

● 歩行者、自転車が安全に通行できる 

● 自転車も安全に運転できる 

● 車椅子やベビーカーでの移動がしやすく外出が増える 

● 散策が楽しめる 

● 健康増進 

市民のかかわり方 

地域ごとに道路状況について話し合う 

場所 

全域 

その他の意見 

● 清瀬駅の踏切 

● 自転車道、歩道を広げる 

● けやき通り等交通指導員の配置 

● 清瀬駅の踏切 保安要員を配置 
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清瀬市都市計画マスタープラン改定 市民ワークショップ 

第３回「「目指すまちの姿」を実現するための取組」 12月 9日（日）開催 

【Ｂグループ】 

Ｂ２ 年代を超えた人とのつながりがあるまち 

実現するための取組内容① 

「行政が公園内に飲食できるオープンカフェ等を誘致する取

組」 

取組により期待される効果 

● 様々な年代の人が集まる公園内にカフェを誘致することによって世代間を超えた交流が

できる 

● 同じ世代間でも交流が生まれる(ex)ママ友内で悩み相談 

● 清瀬市の食材等を使えば地元のことを考えるきっかけになったり、愛着がわいて清瀬を

好きになるきっかけとなる 

市民のかかわり方 

公園をつくる際に土地の所有者の方に協力いただく 

場所 

市内全域 

実現するための取組内容② 

「行政が市民と地域のニーズをふまえた既存の公園のリニュー

アル(トイレやベンチの整備)」 

取組により期待される効果 

● 交流する機会が増える 

● 維持・管理を世代間を超えて行うことができる 

● 居場所、活動場所が増える 

市民のかかわり方 

地域での企画・運営・管理 

場所 

全域 

その他の意見 

● ※道路(歩道)に木陰のある休憩所を作る 
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清瀬市都市計画マスタープラン改定 市民ワークショップ 

第３回「「目指すまちの姿」を実現するための取組」 12月 9日（日）開催 

【Ｂグループ】 

Ｂ３ 緑で交流が生まれるまち 

実現するための取組内容① 

「売却される時、農地を市が買い取り、市民農園にしていく」 

取組により期待される効果 

● 宅地化を食い止めることができる 

● 農地を保全できる 

● 交流がうまれる 

● 新鮮な野菜が食べられる 

市民のかかわり方 

市民農園を活用する 

場所 

全域 

その他の意見 

● ※雑木林をマレットゴルフの場として活用 

 


